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　ミドリムシ（Euglena）は淡水域に普通に見ら
れる単細胞生物であり，教科書での記述や実験
生物として身近な存在である。ミドリムシは葉
緑体をもち光合成を行うと同時に鞭毛で遊泳す
ることから，古くから「植物」と「動物」の中間
的な存在としてとらえられてきた。分類学的に
ミドリムシは，植物学ではユーグレナ藻綱，動
物学では鞭毛虫類の１グループとして扱われて
いた。しかし微細構造学的な調査が進むにつれ，
ミドリムシと他の「植物」との間には葉緑体の
存在以外に類似点がほとんどないことが明らか
になってきた。一方で微細構造学的な研究は，ミ
ドリムシとキネトプラスト類の間の近縁性を示
唆することとなった。キネトプラスト類とはキ

ネトプラストとよばれる極度に濃縮したミトコ
ンドリアDNAをもつ生物群であり，自由生活性
無色鞭毛虫として非常に普遍的なBodo属や眠り
病，リーシュマニア症の病原虫として有名なト
リパノゾーマ類を含む。ユーグレナ類とキネト
プラスト類の共通点としては，特徴的なうちわ
型のミトコンドリアクリステ，鞭毛軸糸に沿っ
たパラキシアルロッド，細胞前端の陥入部から
生じる鞭毛，３種類の微小管性鞭毛根とその性
質・配行，核分裂様式などが挙げられる（図1）。
さらにキネトプラスト類に見られる捕食装置と
相同な構造が，非常に退化的な状態ではあるも
のの独立栄養性ユーグレナ類にも存在する（図
1）。またユーグレナ藻綱には葉緑体をもたない

図1.　ボド（キネトプラスト綱）とミドリムシ（ユーグレナ藻綱）の細胞構造模式図
AFAFAFA FA F：前鞭毛，BBBBB：基底小体，CmCmCmCmCm：骨格微小管， C PC PC PC PC P：葉緑体，CyC yC yC yC y：捕食装置，DFDFDFD FD F：distal fiber，DRDRDRDRDR：distal root，
EEEEE：眼点，GGGGG：ゴルジ体，IRI RI RI RI R：intermediate root，KKKKK：キネトプラスト，MMMMM：ミトコンドリア，NNNNN：核，P eP eP eP eP e：ペリ
クル，PFP FP FP FP F：後鞭毛，PRPRPRPRPR：パラキシアルロッド，rCyrCyrCyrCyrCy：退化した捕食装置，RFR FR FR FR F：reinforced fiber，VFVFV FV FV F：ventral fiber，
VRVRVRVRVR：ventral root，R1,  R2,  R4R1,  R2,  R4R1,  R2,  R4R1,  R2,  R4R1,  R2,  R4はMoestrup (2000)による真核生物共通の微小管性鞭毛根のナンバリング
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521世紀初頭の藻学の現況

従属栄養性の種が多く知られており（Peranema,
Petalomonas, Entosiphonなど），独立栄養性ユーグ
レナ類とキネトプラスト類の間をうまくつなぐ
ことができる。このような事実から，Cavarier-
Smith (1981) はユーグレナ類とキネトプラスト類
を併せた分類群としてユーグレノゾア門
（Euglenzoa）を提唱するに至った。ユーグレノゾ
アの単系統性は近年の分子系統学的な研究から
も支持されている。また共生説が一般化するに
つれ，ユーグレナ類はもともと葉緑体をもたな
い従属栄養生物であり，独立栄養性ユーグレナ
類の葉緑体は２次共生した緑色植物に由来する
という考えが一般化した。実際に分子系統解析
は，ユーグレナ類の葉緑体が緑色植物起源であ
ることを示すと同時に，葉緑体をもたないユー
グレナ類はユーグレナ類の進化の初期に分岐し
ており，葉緑体をもつユーグレナ類はよくまと
まった単系統群であることを明らかにしている。
おそらくユーグレノゾアの共通祖先は捕食性の
鞭毛虫であり，それがキネトプラストを獲得し
てBodoのようなキネトプラスト類が誕生し，さ
らに寄生生活に適応してトリパノゾーマ類が生
まれたのだろう。一方で共通祖先がペリクルと

いう特異な細胞表層構造を獲得してユーグレナ
類が誕生し，その中のあるものが緑色植物を取
り込み共生関係を築くことによってミドリムシ
のような独立栄養性ユーグレナ類へと進化した
のだろう。ミドリムシの仲間には二次的に光合
成能を失ったものも多く，共生関係における相
互依存の程度がそれほど進んでいないことを窺
わせる。
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